
対
す
る
課
税
）
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

全
体
的
脈
絡
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
導
入
さ
れ
た
薪

制
度
が
、
伝
統
文
化
の
一
部
を
破
壊
し
つ
つ
、
歯

冠
に
従
来
の
制
度
を
部
分
的
に
残
し
、
あ
る
い
は

強
化
さ
え
す
る
と
い
う
「
選
択
的
石
化
現
象
」
が

生
じ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
本
書
全
体

の
結
論
で
も
あ
ろ
う
。

　
取
り
扱
い
の
困
難
さ
の
窺
わ
れ
る
手
書
き
資
料

が
縦
横
に
駆
使
さ
れ
、
本
来
無
味
乾
燥
な
も
の
で

あ
る
は
ず
の
公
務
文
書
が
本
書
で
は
雄
弁
で
あ
る
。

鮮
や
か
に
加
工
処
理
さ
れ
た
数
的
デ
ー
タ
は
、
植

民
地
支
配
の
具
体
的
デ
ィ
テ
ー
ル
を
も
照
ら
し
出

す
。
読
み
進
む
う
ち
、
読
者
は
、
教
授
の
主
宰
さ

れ
る
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
あ
る
い
は
特
殊
講
義
に
、

参
加
を
許
さ
れ
た
か
の
よ
う
な
思
い
を
味
わ
う
こ

と
に
な
ろ
う
。

　
　
　
（
B
5
判
　
四
〇
五
頁
　
　
一
九
八
七
年
酔
言
月

　
　
　
　
東
京
大
学
出
版
会
　
　
一
八
、
○
○
○
円
）

　
　
　
　
　
　
　
（
本
田
毅
彦
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）

神
戸
大
学
文
学
部

　
　
　
　
　
　
　
編

日
本
史
研
究
室

『
中
川
家
文
書
』

本
書
は
、
神
戸
大
学
文
学
部
日
本
史
研
究
室
に

所
蔵
さ
れ
る
、
も
と
豊
後
岡
（
竹
田
）
藩
主
中
川

家
伝
来
の
文
書
二
八
三
点
（
包
紙
や
袋
の
み
の
も

の
を
除
け
ば
二
四
～
点
）
を
、
高
尾
一
彦
・
藤
井

譲
治
・
横
田
冬
彦
の
三
曲
を
中
心
に
、
大
学
院
学

生
ら
も
協
力
し
て
公
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
中
川
氏
は
、
摂
津
豊
島
郡
中
川
村
が
本
貫
地
と

い
わ
れ
る
摂
津
国
人
の
一
人
で
、
織
田
信
長
の
上

洛
後
茨
木
城
主
と
な
っ
た
瀬
兵
衛
清
秀
が
中
興
の

祖
と
さ
れ
る
。
山
崎
の
戦
で
は
、
清
秀
は
羽
柴

（
豊
匿
）
秀
吉
の
先
陣
を
つ
と
め
て
活
躍
、
以
後

秀
吉
に
属
し
、
賎
ケ
岳
の
戦
で
は
大
岩
山
を
守
っ

て
討
死
し
た
。
後
を
つ
い
だ
嫡
子
秀
政
は
播
磨
三

木
城
主
と
な
り
、
朝
鮮
出
兵
に
従
軍
し
た
が
、
陽

智
付
近
で
鷹
狩
の
最
中
に
伏
兵
に
あ
っ
て
殺
さ
れ

た
。
も
っ
と
も
秀
吉
に
は
「
無
人
二
て
番
所
見
及

罷
出
、
待
伏
に
逢
手
負
候
て
、
相
果
候
」
と
報
告

さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
秀
吉
は
覚
悟
な
き
曲
雷
と
怒

っ
た
が
、
父
清
秀
の
忠
節
に
免
じ
て
、
秀
政
の
弟

秀
成
に
跡
目
が
安
堵
さ
れ
た
。
秀
成
は
文
禄
二
年

（一

ﾜ
九
一
二
）
豊
後
岡
六
一
力
六
千
石
に
晶
移
制
珂
、
閾
剛

ケ
原
の
戦
に
は
徳
川
家
康
に
通
じ
た
。
も
っ
と
も

秀
成
は
時
．
に
豊
後
に
い
た
た
め
大
き
な
戦
功
の
機

会
は
な
か
っ
た
が
、
所
領
の
保
持
に
成
功
し
、
子

孫
は
岡
蕃
七
万
石
余
を
領
し
て
明
治
維
新
に
い
た

っ
た
。
中
川
氏
は
、
こ
う
し
て
、
畿
内
の
国
人
か

ら
、
信
長
、
秀
吉
の
時
代
と
関
ケ
原
、
さ
ら
に
は

大
阪
の
陣
を
の
り
こ
え
て
近
世
大
名
に
転
進
し
た
、

数
少
い
大
名
の
一
人
で
あ
る
。

　
本
書
収
載
の
文
書
は
、
以
上
の
清
秀
・
秀
政
・

秀
成
の
三
代
、
お
よ
び
秀
成
の
子
久
盛
、
孫
久
清

時
代
の
も
の
が
大
半
を
し
め
る
。
発
給
者
か
ら
み

れ
ば
、
織
田
信
長
は
、
天
正
八
年
の
朱
印
状
が
一

通
の
み
で
あ
る
が
、
秀
吉
は
七
二
点
、
う
ち
四
点

は
花
押
を
す
え
た
書
状
、
朱
印
状
は
実
に
六
八
点

（
た
だ
し
う
ち
三
点
は
写
）
に
達
す
る
。
秀
政
の

不
慮
の
死
の
あ
と
秀
成
に
跡
目
を
安
堵
し
た
（
天

正
二
十
年
）
極
月
六
日
付
の
朱
印
状
も
む
ろ
ん
含

ま
れ
る
。
つ
い
で
豊
臣
秀
次
五
点
、
豊
臣
秀
頼
五

点
、
徳
川
家
康
一
一
点
、
徳
川
秀
忠
五
二
点
、
と

朱
印
状
や
黒
印
状
が
あ
り
、
以
上
で
全
体
の
三
分

の
二
近
く
を
し
め
る
。
い
ず
れ
も
本
書
に
よ
っ
て

は
じ
め
て
紹
介
さ
れ
る
新
史
料
で
あ
る
。

　
織
豊
期
か
ら
江
戸
初
期
の
新
史
料
、
し
か
も
秀

吉
や
将
軍
家
の
朱
印
状
・
黒
印
状
等
を
中
心
に
こ

れ
だ
け
ま
と
ま
っ
て
新
た
に
紹
介
さ
れ
る
こ
と
だ

け
で
も
驚
異
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
も
以
上
の
中

川
氏
の
歴
史
と
か
さ
ね
合
せ
て
興
味
を
そ
そ
ら
れ

る
も
の
が
多
い
。
と
り
わ
け
六
八
点
も
の
秀
吉
の

朱
印
状
は
、
中
川
玩
や
豊
臣
政
権
の
重
要
な
新
知

見
を
多
数
含
ん
で
い
る
し
、
秀
吉
朱
印
状
自
体
の
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介紹

古
文
書
学
的
研
究
に
も
、
本
文
書
は
貴
重
で
あ
る
。

関
ケ
原
の
戦
を
前
に
し
て
の
前
田
玄
以
ら
奉
行
人

の
書
状
、
黒
田
孝
高
の
書
状
、
秀
成
と
加
藤
清
正

が
と
り
か
わ
し
た
誓
紙
な
ど
も
、
中
川
茂
や
九
州

大
名
の
苦
悩
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
寛
永
頃
の

豊
後
他
領
や
隣
国
を
探
索
し
た
聞
合
帳
も
、
各
大

名
の
微
妙
な
点
に
ふ
れ
て
い
る
、
等
々
、
読
み
進

む
ほ
ど
に
興
味
の
つ
き
な
い
も
の
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
一
群
の
文
書
は
、
江
戸
時
代
に
度
々
整

理
さ
れ
、
三
箱
に
収
納
さ
れ
て
い
る
由
で
あ
る
が
、

先
述
の
鋳
目
安
堵
や
文
禄
二
年
の
豊
後
で
六
万
六

千
石
を
宛
行
っ
た
秀
吉
朱
印
状
は
原
本
が
み
ら
れ

る
も
の
の
、
家
康
以
後
の
黒
印
状
に
は
領
知
の
根

本
文
書
が
な
い
。
藩
政
の
文
書
（
現
在
竹
田
市
立

図
薔
館
に
約
千
冊
保
管
）
と
は
ち
が
っ
て
、
江
戸

時
代
中
・
後
期
の
中
川
家
に
と
っ
て
の
「
古
文
書
」

が
、
す
な
わ
ち
本
文
書
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ

る
が
、
．
そ
う
し
た
伝
存
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、

興
味
ぶ
か
い
も
の
が
あ
る
。

　
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
、
原
文
の
厳
密
な
翻
刻
は

も
と
よ
り
、
人
名
等
の
傍
注
、
重
要
事
項
の
頭
注

の
ほ
か
、
藤
井
譲
治
氏
の
く
わ
し
い
解
説
、
さ
ら

に
人
名
・
地
名
の
索
引
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
何
よ
り
有
難
い
の
は
、
可
能
な
か
ぎ
り
関
係
史

料
を
博
捜
し
て
年
未
詳
文
書
の
年
紀
を
考
証
さ
れ
、

そ
の
経
過
を
も
解
説
中
に
逐
一
明
示
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
利
用
者
に
と
っ
て
、
こ
の
上
な
い

親
切
な
文
書
集
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
本
文
書
が
神
戸
大
学
の
所
蔵
に
帰
し
た
事
情
に

つ
い
て
は
、
「
巷
間
に
流
れ
た
も
の
を
、
今
井
林

太
郎
教
授
時
代
に
取
得
し
た
も
の
」
（
序
）
と
い
う

以
外
に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
だ
け
の
文

書
群
の
散
逸
が
防
が
れ
た
こ
と
に
、
ふ
か
く
感
謝

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
神
戸
大
学
文
学
部
日
本

史
講
座
は
、
そ
の
今
井
教
授
と
阿
部
真
琴
助
教
授

（
当
時
）
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
。
両
先
生
の
あ

と
を
う
け
た
高
尾
一
彦
教
授
も
本
年
三
月
定
年
退

官
さ
れ
た
が
、
本
書
は
「
今
井
・
阿
部
両
先
生
の

喜
寿
の
お
祝
の
行
事
と
、
高
尾
教
授
の
退
官
祝
賀

行
事
と
を
兼
ね
て
な
さ
れ
た
」
（
序
）
記
念
出
版
で

あ
る
。
こ
の
文
書
群
の
散
逸
を
ふ
せ
ぎ
、
鋭
意
整

理
を
す
す
め
て
こ
ら
れ
た
三
先
生
の
記
念
事
業
と

し
て
、
ま
こ
と
に
意
義
ぶ
か
い
も
の
が
あ
る
。
学

界
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
大
き
い
文
書
集
と
し
て
本

書
を
公
刊
さ
れ
た
関
係
各
位
の
こ
労
苦
に
対
し
て

も
ふ
か
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
三
先
生
の
い
っ

そ
う
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
る

次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
A
5
版
　
三
五
二
頁
　
一
九
八
七
年
三
月

　
　
　
臨
田
川
書
店
　
六
八
○
○
円
）

　
　
　
　
　
　
（
熱
田
公
神
戸
大
学
教
胃
学
部
教
授
）

編
集
後
記

　
第
七
〇
巻
第
六
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
本

号
の
特
徴
は
、
論
説
・
研
究
ノ
…
ト
あ
わ
せ
て
四

本
の
論
稿
の
う
ち
、
三
本
が
中
国
清
朝
史
に
属
す

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
幾

代
の
経
済
史
・
社
会
史
・
政
治
史
を
取
り
扱
っ
た

第
一
級
の
研
究
で
あ
り
、
清
朝
史
研
究
の
深
化
と

広
が
り
と
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
藤
田

論
文
は
、
わ
が
国
戦
国
期
の
領
国
経
済
圏
論
に
流

通
と
い
う
視
点
を
取
り
入
れ
た
力
作
で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
昭
和
六
二
年
度
の
史
林
の
刊
行
費
の
一

部
と
し
て
、
文
部
省
学
術
国
際
局
か
ら
昭
和
六
二

年
度
科
学
砥
究
費
補
助
金
（
研
究
成
果
公
開
促
進

費
）
の
交
付
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
　
　
（
耳
）

㎜航

l
聾
嬰
五
線
定
価
聾
網
五
。
。
。
開

　
由
X
　
　
林
　
　
第
七
〇
巻
第
山
ハ
号
　
（
通
巻
驚
二
二
四
｛
ハ
丹
）

　
　
　
京
都
市
在
京
区
吉
蜜
本
町

　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

発
行
人

印
刷
所

史
　
学
　
研
　
究
　
会

　
　
　
　
振
替
京
都
七
…
五
一
五
五
番

理
癖
長
藤
縄
謙
三

京
都
市
下
京
区
七
条
御
所
ノ
内
中
町
五
〇

中
村
印
刷
株
式
会
社
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